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１
７
６
８
番

指
定
管
理
者
の
提
案
募
集

□市
介
護
福
祉
課

　

彦
根
市
で
は
現
在
、
33
の
「
公

の
施
設
」
で
「
指
定
管
理
者
制

度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
彦
根
市
が

出
資
し
て
い
る
法
人
、
公
共
的
団

体
、
民
間
の
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
の
団
体
を
「
指
定
管
理

者
」
と
し
、「
公
の
施
設
」
の
管
理

を
任
せ
る
こ
と
で
、
民
間
事
業
者

な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
施
設
の
運

営
に
活い

か
し
、
従
来
以
上
の
質
の

良
い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
施

設
の
管
理
運
営
経
費
の
節
減
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
末
で
指
定
期
間

を
満
了
し
、
更
新
を
予
定
し
て
い

る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
募
集
方
法
、
募

集
期
間
、
申
請
書
類
な
ど
詳
し
く

は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順

次
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
彦
根
市
ふ
た
ば
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
金
剛
寺
町
）

▼
彦
根
市
中
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
開
出
今
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
替
の
ご
案
内

□市
上
水
道
工
務
課

　

市
内
で
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い

る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
計
量

法
に
よ
る
検
定
満
期
を
迎
え
る
も

の
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
取
替

作
業
を
行
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

取
替
予
定
日　

８
・
９
月
の
定
例

検
針
日
か
ら
10
日
以
内（
口
径
50

㎜
以
上
の
大
型
メ
ー
タ
ー
は
10
月
か

ら
11
月
）

▼
該
当
す
る
人
に
は
事
前
に
、
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
取
替
作
業
は
、
彦
根
市
の
責
任

で
行
い
ま
す
。
利
用
者
の
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
取
替
作
業
は
、「
量
水
器
取
替
業

務
従
事
者
証
」
を
携
帯
し
た
業

者
が
行
い
ま
す
。

そ
の
他

▼
取
替
作
業
の
立
ち
会
い
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
（
メ
ー
タ
ー
が
屋
内

に
あ
る
場
合
は
除
く
）
が
、
敷
地

内
に
業
者
が
立
ち
入
り
ま
す
。

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
駐
車

な
ど
は
、
作
業
の
支
障
に
な
り

ま
す
。
円
滑
に
作
業
を
行
う
た

め
、
駐
車
な
ど
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
上
下
水

道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
☎
27-

２
８
０
２
番
、
Ｆ

　彦根警察署管内の刑法犯・特別法犯少年は、平成 23
年では 116 人です。その中で万引きは 63 人、自転
車盗は 13 人でした。
　不良行為による補導数は、平成 23 年では 288 人
です。行為別で、最も多いのが「深夜徘

はい

徊
かい

」、次に「喫
煙」「怠学」「粗暴行為」です。
　彦根市では、青少年指導員や少年センターが街頭補

導をしているほか、青少年育成市民会議や PTA など
が、万引きなどの「初発型非行防止巡回指導」を推進
しています。
　皆さんも家庭や地域から、青少年の非行防止への取
り組みを進めてください。
問い合わせ先　 子ども青少年課☎ 26-0994、

FAX26-1768

【標語・小学生】藏
くら

屋
や

　佳
よし

香
か

さん（城北小６年）
　　　　　　　　
　　　　　　　　　ありがとう
　　　　　　　　言葉にしないと
　　　　　　　　伝わらない

　【標語・中学生】鳥
とり

塚
つか

　早
さ

弥
や

さん（中央中１年）
　　　　　　　　
　　　　　　　　　メールより
　　　　　　　　自分の声で
　　　　　　　　つたえよう

【作文・中学生】藤
ふじ

野
の

　太
たい

智
ち

さん（東中 1 年）

　　　　　　　　　
　　　　　　　   「我が家で
　　　　　　　　  大切にしていること」

【標語・一般】薮
やぶ

田
た

　勝
かつ

子
こ

さん（開出今町）
　　
　　声かけは　背中で感じる　おもいやり

第62回社会を明るくする運動　標語と作文　特選作品紹介

問い合わせ先　 子ども青少年課
　☎ 26-0994、　FAX26-1768

合

　

計
２
ｍ
以
内
、立
体
は
１
辺
１
・

２
ｍ
以
内

♦
書
＝
額
装
を
除
い
て
１
・
５
ｍ２

以
内
（
３
尺
×
６
尺
も
可
）、
帖じ

ょ
う・

巻か
ん

子す

・
篆て

ん

刻こ
く

・
刻こ

く

字じ

も
可

♦
写
真
＝
四
つ
切
り
以
上
全
紙
ま

で
の
カ
ラ
ー
ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ
、

組
写
真
は
そ
れ
ぞ
れ
が
四
つ
切

り
以
上
で
80
㎝
×
１
ｍ
以
内
に

ま
と
め
一
体
化
し
た
も
の

※
い
ず
れ
も
未
発
表
の
作
品
に
限

る
※
陳
列
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
耐
え
得
る

装
飾
保
護
装
備
（
額
縁
、
吊つ

り
金

具
、
吊
り
ひ
も
、
表
装
な
ど
）
を
施

す
こ
と

出
品
点
数　

１
部
門
に
つ
き
１
人

１
点
（
写
真
に
限
り
、
１
人
２
点
以

内
）

出
品
申
込　

出
品
作
品
１
点
に
つ

き
、
出
品
申
込
書
と
出
品
料
を

添
え
て
、
部
門
ご
と
の
受
付
場

所
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

出
品
料　

作
品
１
点
に
つ
き
、
５

０
０
円

搬
入
日
時　

９
月
７
日
㈮　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
８
時
、
同
８

日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時

審
査
・
表
彰　

彦
根
市
美
術
展

覧
会
審
査
員
が
審
査
し
、
優
秀

な
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。
ま
た
、

「
広
報
ひ
こ
ね
」な
ど
で
紹
介
し

ま
す
。

※
作
品
の
規
格
、
そ
の
他
の
詳
細

は
、
必
ず
開
催
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
開
催
要
項
と
出
品
申

込
書
は
、
市
役
所
、
支
所
、
各

出
張
所
、
人
権
福
祉
交
流
会
館
、

東
山
会
館
、各
地
区
公
民
館
、ひ

こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
、
み
ず
ほ

文
化
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
、

市
民
会
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
振
興
室
☎
23-

７
８
１
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

35
期
生

〈
内
容
〉
▼
必
修
講
座
「
人
間
理

解
」「
郷
土
理
解
」「
社
会
参
加
」

「
学
校
行
事
」　

▼
選
択
講
座
「
園

芸
」「
健
康
づ
く
り
」（
以
上
、
草
津

校
・
米
原
校
）「
陶
芸
」「
び
わ
こ
環

境
」「
地
域
文
化
」（
以
上
、
草
津
校

の
み
）「
北
近
江
文
化
」（
米
原
校
の

み
）　
〈
学
習
期
間
〉
10
月
〜
平
成

26
年
９
月　
〈
場
所
〉
▼
草
津
校

応
募
資
格　

市
内
お
よ
び
近
隣
市

町
（
東
近
江
市
、
米
原
市
、
愛
荘
町
・

犬
上
郡
の
各
町
）
に
在
住
か
、
市

内
に
在
勤
・
在
学
の
人
（
中
学
生

以
下
は
除
く
）

募
集
部
門
と
受
付
場
所

▼
日
本
画
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
２

階
▼
洋
画
（
油
絵
、
水
彩
画
、
パ
ス
テ
ル

画
、
創
作
版
画
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を

含
む
）
＝
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
棟

１
階

▼
彫
刻
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
３
階

▼
美
術
工
芸
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟

２
階

▼
書
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
３
階

▼
写
真
＝
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル
棟
１
階

作
品
の
主
な
規
格

♦
日
本
画
・
洋
画
＝
10
号
以
上
30

号
以
内
（
創
作
版
画
（
洋
画
）
10
号

未
満
も
可
）

♦
彫
刻
＝
高
さ
２
ｍ
以
内
×
横
１

ｍ
以
内
×
奥
行
１
ｍ
以
内
。
た

だ
し
、手
動
で
移
動
可
能
で
、展

　

示
や
展
示
作
業
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
も
の

♦
美
術
工
芸=

壁
面
は
縦
・
横
が

（
滋
賀
県
立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）　

▼
米
原
校
（
滋
賀
県
立
文
化
産

業
交
流
会
館
内
）　〈
対
象
〉
60
歳
以

上
（
昭
和
27
年
10
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）
で
、
県
内
在
住
者

〈
費
用
〉
年
額
５
万
円　

※
そ
の

他
教
材
費
な
ど
が
必
要　
〈
申
込

期
限
〉
７
月
31
日
㈫　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
県
レ
イ
カ

デ
ィ
ア
大
学
草
津
校
☎
０
７
７-

５
６
７-

３
９
０
１
番　

※
応
募

用
紙
（
市
役
所
１
階
総
合
案
内
、
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
、
支
所
、
各
出
張

所
、
各
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
送
付
ま
た

は
直
接
窓
口
へ

は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
２　

作
品

〈
内
容
〉「
身
近
な
人
権
に
か
か
わ

る
思
い
や
話
」「
人
権
に
つ
い
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や

体
験
談
」「
地
域
や
職
場
・
学
校
な

ど
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
感

じ
た
こ
と
」「
生
活
の
中
で
や
さ

し
い
気
持
ち
・
温
か
い
気
持
ち
に

な
っ
た
こ
と
」「
差
別
の
な
い
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
」
な
ど
、
あ
な
た

の
心
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
▼
作
文　

８
０
０
字
以
上
１
、
２
０
０
字
以

内
（
作
文
、
詩
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
、
表

現
方
法
は
自
由
、詩
は
字
数
制
限
な
し
）

▼
標
語　

用
紙
は
自
由　

▼
ポ
ス

タ
ー　

四
ツ
切
の
大
き
さ
の
画
用

紙
（
38
㎝
×
54
㎝
、
用
紙
の
向
き
は
自

由
）
に
人
権
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

盛
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　
〈
応

募
資
格
〉
市
内
に
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
人　
〈
応
募
の
き
ま
り
〉　

作
品
に
は
必
ず
①
題
名
②
住
所
③

氏
名
④
ふ
り
が
な
⑤
電
話
番
号
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。
市
内
の
保
育

園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
高

等
学
校
、
事
業
所
、
団
体
を
通
じ

て
応
募
す
る
人
は
、
学
校
（
園
、
事

業
所
、
団
体
）
名
も
書
い
て
く
だ
さ

い
。 

※
応
募
作
品
は
未
発
表
の

も
の
。
応
募
点
数
は
、
各
部
門
ご

と
に
１
人
１
点
と
し
ま
す
。
入
賞

作
品
は
、
主
催
者
に
帰
属
し
、
人

権
啓
発
の
資
料
と
し
て
活
用
す
る

た
め
、
返
却
し
ま
せ
ん
。
広
報
紙

や
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
啓
発
パ
ネ
ル
の
作
成
に
際
し

て
、
作
品
の
一
部
を
修
正
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。　
〈
表
彰
〉各
部

門
ご
と
に
特
選
、
入
選
を
若
干
人

表
彰
し
ま
す
。
平
成
25
年
１
月
下

旬
頃
通
知
、
２
月
に
表
彰
式
を
予

定
。　
〈
応
募
期
間
〉７
月
２
日
㈪

〜
12
月
11
日
㈫　
〈
応
募
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

人
権
政
策
課
（
〒
５
２

２-

８
５
０
１
元
町
４-

２
）、
☎
30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５

７
７
番


